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米に関するマンスリーレポート

（令和５年８月号）

北陸農政局　福井県拠点

出典：農林水産省「うちの郷土料理」
　　　　　詳細情報を裏面で紹介



福井県

主な伝承地域

葉っぱずし

歴史・由来・関連行事

主な使用食品

食習の機会や時季

飲食方法

九頭竜川流域（主に永平寺地区）
米、塩マス（サクラマス）、しょうが、酢、砂糖、塩、

アブラギリの葉

「葉っぱずし」はアブラギリ（油桐）というトウダイグサ科の落葉高木の葉で酢飯と一緒に

マス、しょうがを包んだ「すし」である。永平寺町周辺など九頭竜川流域では「木葉（こっ

ぱ）ずし」ともいい、薄紅色という色合いからも祭りや祝い事に欠かせない郷土料理であ

る。保存性と香りの良さからアブラギリが使われているが、アカメガシワ、笹の葉、柿の

葉など、ほかの葉を使うこともあるようだ。ひと口大に握ったマスのすしを包むことから、

人によっては単なる「マスずし」とも言われている。アブラギリの木は野山に自生してい

るが、永平寺地区の人々は自宅の庭に植え、「すしの木」として親しんでいた。

「葉っぱずし」は前日につくっておき、当日には食べ頃になっている。お祭り、お盆などに

も食べられ、薄紅色が見た目にもおめでたいため、祝い事などでも食べられる。

3枚におろした塩マスを、そぎ切りにして酢に漬け、酢飯、しょうがと一緒にアブラギリの葉

に包んで、すし箱の中にきっちりと並べて重石をかけるため、四角いかたちをしている。ア

ブラギリの葉は表面に脂分があって米粒がくっつかないため、葉をむいて箸を使わずに

食べることができる。

材料（一人分）
・米 １升（1.5kg） ・ 塩マス １尾

・しょうが 50g                   ・ 酢 １カップ

・砂糖 １カップ ・ 塩 大さじ２

・アブラギリの葉 適宜

作り方
１ 米を洗って炊き、すし飯をつくる。

２ しょうがはせん切りにする。

３ 塩マスは薄くそぎ切りにし（60切れ程度）、3～4時間甘酢に漬けておく。（漬けすぎると脂分が抜けてカス

カスして美味しくなくなり、漬け方が足りないと塩分が抜けず、塩辛い）

４ すし飯を小さく握り（手水は、塩マスの漬け汁を使う）、2をのせてアブラギリの葉で包む。

５ 4を箱の中に並べ、重石をのせ一晩おく。重石は、米1升に対して10kg位とし、1時間経ったら、半分の重さ

に減らす。

６ ※葉は、アカメガシワやアブラギリ、笹の葉、柿の葉などを利用すると良い。



① 米の基本指針のポイント（令和５年７月３１日公表）

② 令和５年産米等の作付意向について（第３回中間的取組状況（令和５年６月末時点））

③ ふるさと納税返礼品用及びインターネット等通信による販売数量の状況について

・ 民間在庫の推移（全国と福井） P１

・ 全国の年産別の相対取引価格（全銘柄） P２

・ 福井県の年産別の相対取引価格（コシヒカリ・ハナエチゼン） P３

・ 事前契約の取組状況 P５

・ 令和５年産備蓄米の政府購入 P７

・ 令和４年産米の産地別契約・販売状況（北陸４県抜粋） P８

（参考）福井県の令和４年産コシヒカリ販売比率の推移 P９

目　次　（令和５年８月号）

Ⅱ 米の価格情報

Ⅲ 米の契約・販売情報

特集

各産地の米の民間在庫数量は、年間玄米仕入量500㌧以上の出荷段階（全農、JA等の出荷

業者）の在庫量と年間玄米仕入数量4,000㌧以上の販売段階（米卸等の販売業者の在庫量）を

対象に調査し、その合計（出荷段階＋販売段階）の数値も合わせて公表しています。

集荷数量が概ね確定する1月以降の在庫数量は、販売に伴って減少していくので、その変化

を見ることにより、販売状況を読み取ることができます。

Ⅰ 米の民間在庫情報

相対（あいたい）取引価格

米については、全農等の出荷業者と卸売業者等との間で、年間を通じて「相対取引」が行わ

れています。このため、農林水産省では、年間の玄米仕入量5,000㌧以上の全国出荷団体等

を対象に、指標となる各産地の上位２～３銘柄（令和４年産米：118産地品種銘柄）について、

出荷業者と卸売業者等との間で数量と価格が決定された主食用の相対取引契約の価格・数

量を毎月調査し、米の取引価格の代表となる指標の一つとして公表しています。

産地別事前契約数量は、米の収穫が始まる前に、契約書や確認書等によりあらかじめ取引

されることが決定している数量で年間の玄米の仕入量が5,000㌧以上の全国出荷団体等から

の報告を産地別に取りまとめたものです。例えば、契約数量に占める事前契約数量の比率が

高い産地では、取引数量の多くを収穫前に契約し、あらかじめ販路を確保しているものといえ、

需要に応じた生産に向けた取り組みが進められていることがうかがえます。



・ 米の消費動向（米穀機構による調査） P１０

米穀安定供給確保支援機構HP　 https://www.komenet.jp/

・ 購入数量の推移（家計調査） P１０

総務省統計局HP https://www.stat.go.jp/data/index.html

・ コメ・コメ加工品の輸出実績

　　（１）　コメ・コメ加工品の輸出実績の推移 P１１

　　（２）　コメの輸出数量の2022年の主な増加要因 P１２

農林水産省は国内で自給可能な食料であるお米・米粉の消費拡大を図ります P１３

Ⅳ 米の消費動向

Ⅴ 輸出入の動向

VI 米・米粉消費拡大推進プロジェクト
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ふるさと納税返礼品用及びインターネット等通信による販売数量の状況について

特集③



７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

30/元 13.8 16.5 46.9 70.2 63.7 63.2 60.5 54.4 49.7 40.8 33.3 26.8

元/２ 19.0 14.8 51.1 75.9 61.9 66.4 61.4 55.3 47.7 41.7 35.2 29.6
２/３ 22.3 19.2 47.9 71.6 67.6 62.7 57.7 51.2 44.9 39.1 33.1 27.3

３/４ 21.8 22.3 51.8 69.0 65.1 59.3 54.0 48.1 41.9 37.7 31.7 26.0

４/５ 22.0 24.0 51.6 66.9 62.7 55.1 50.3 44.6 37.6 32.8 26.5 21.0
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福井県の民間在庫
（単位：千トン）

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

30/元 102 87 151 288 305 301 282 258 227 192 161 131
元/２ 99 79 161 294 315 318 295 266 233 204 178 154

２/３ 119 101 190 324 344 342 321 293 265 230 199 173
３/４ 138 118 214 331 351 349 326 299 271 238 204 172

４/５ 142 122 199 313 330 328 306 280 251 219 186 153
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全国の民間在庫
（単位：万トン）

民間在庫の推移（全国・福井県）

Ⅰ 米の民間在庫情報

令和５年６月末の出荷及び販売段階における民間在庫は、対前年同月差▲18万トンの

153万トンとなっている。また、流通段階別でみると出荷段階で対前年同月差▲18万ト

ンの121万トン、販売段階で±0万トンの33万トンとなっている。

＜全国の民間在庫＞

令和５年６月末の福井県産米の民間在庫（うるち米）は、前年同月対比で5千トン減

（▲19.5％）の21.0千㌧（１年古米（３年産）0.2千㌧を含む。）となり、前年を下回

る在庫となった。

＜福井県の民間在庫＞

－１－
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全国の年産別の相対取引価格（全銘柄）

Ⅱ 米の価格情報

令和４年産米の令和５年６月の相対取引価格は、全銘柄平均で対前月差▲42円の

13,865円/60kgとなり、出回りからの年産平均価格は対前年産＋1,055円の13,859円

/60kgとなった。

－２－



○福井県産コシヒカリ
 令和４年４月における令和３年産「コシヒカリ」の相対取引価格は、１３，２８２円（玄米60
㎏、
税込）で、前年同月より▲２，２３２円/60kg（８５．６％）となった。
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資料： 農林水産省「米穀の取引に関する報告」

（参考）福井県の年産別の相対取引価格（コシヒカリ・ハナエチゼン）

令和５年６月における令和４年産「コシヒカリ」の相対取引価格は、14,430円

（玄米60kg、税込）で、前年同月より＋1,555円/60kg（112.1％）となった。

○ 福井県産コシヒカリ

【前年産の平均価格と比較】

－３－



資料： 農林水産省「米穀の取引に関する報告」
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【前年産の平均価格と比較】

令和5年6月における令和４年産「ハナエチゼン」の相対取引価格は、12,040円

（玄米60kg、税込）で、前年同月より＋1,075円/60kg（109.8％）となった。

○ 福井県産ハナエチゼン

－４－



Ⅲ 米の契約・販売情報

事前契約の取組状況

－５－



－６－



令和５年産備蓄米の政府購入

－７－



令和４年産米の産地別契約・販売状況

集荷・契約・販売数量（北陸４県、全国計）
（単位：千玄米トン）

－８－



資料： 農林水産省「米穀の取引に関する報告」
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H30年産 Ｒ元年産 Ｒ２年産 Ｒ３年産 Ｒ４年産

（参考） 福井県産コシヒカリ販売比率の推移

（当年9月～翌年8月）

（販売数量/集荷数量）

９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月
集荷数量 10.7 22.5 24.1 28.5 30.2 29.7 29.8 29.8 29.8 29.9 30.0 30.1
販売数量 2.3 3.8 6.0 8.9 10.2 12.1 13.7 17.3 20.0 22.1 24.6 27.0
販売比率 21.5% 16.9% 24.9% 31.2% 33.8% 40.7% 46.0% 58.1% 67.1% 73.9% 82.0% 89.7%
集荷数量 10.2 21.6 22.0 25.7 26.4 27.0 27.8 28.3 28.3 28.4 28.4 28.5
販売数量 2.4 3.4 5.5 8.0 9.2 11.3 14.0 16.3 18.7 21.2 23.6 25.7
販売比率 23.5% 15.7% 25.0% 31.1% 34.8% 41.9% 50.4% 57.6% 66.1% 74.6% 83.1% 90.2%
集荷数量 11.3 22.0 21.5 20.7 23.8 23.8 23.8 23.9 23.9 24.0 24.2 24.3
販売数量 1.5 1.1 1.3 2.5 6.5 9.0 11.1 13.4 15.8 17.6 19.6 21.0
販売比率 13.3% 5.0% 6.0% 12.1% 27.3% 37.8% 46.6% 56.1% 66.1% 73.3% 81.0% 86.4%
集荷数量 9.6 20.3 20.3 20.4 20.4 20.4 20.4 20.4 20.4 20.4 20.6 20.6
販売数量 1.7 2.6 3.8 5.2 5.9 7.7 9.0 10.6 12.9 14.4 15.5 16.7
販売比率 17.7% 12.8% 18.7% 25.5% 28.9% 37.7% 44.1% 52.0% 63.2% 70.6% 75.2% 81.1%
集荷数量 9.8 20.4 20.6 20.7 20.7 20.8 20.8 20.9 21.1 21.1
販売数量 1.5 2.3 3.5 5.2 5.9 7.7 9.7 10.6 12.4 13.9
販売比率 15.3% 11.3% 17.0% 25.1% 28.5% 37.0% 46.6% 50.7% 58.8% 65.9%

単位：集荷、販売数量は玄米千トン、販売比率は％
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資料：総務省「家計調査」

Ⅳ 米の消費動向
米の消費動向（米穀機構による調査）

購入数量の推移（家計調査）

－１０－



Ⅴ 輸出入の動向

コメ・コメ加工品の輸出実績

－１１－



－１２－



引用：農林水産省HP

VI 米・米粉消費拡大推進プロジェクト

農林水産省は、令和5年8月2日(水曜日)から、お米や米粉の魅力を広め、皆

様にお米や米粉をより身近に感じていただき、食していただけることを目的と

したプロジェクトを開始します。

農林水産省は、「米・米粉消費拡大対策事業」の一環として「米・米粉消費拡大

推進プロジェクト」を開始します。近年の国際情勢や異常気象等を踏まえ、日本

の食料安全保障の重要性が改めて見直されていることを受け、本プロジェクトを

通して、国内で自給可能な食料であるお米・米粉の消費拡大を図るものです。

小池栄子さんが出演するTVCMを令和5年8月2日(水曜日)から1ヶ月間、主要

都市圏5地域で放映します。本TVCMを通して、より多くの皆様にお米・米粉の

魅力を発信していきます。

【TVCM概要】

タイトル：「お米と米粉」

放映開始日：令和5年8月2日(水曜日)～
放映地域：関東、関西、東海、福岡、北海道

TVCM本編URL： https://youtu.be/Ds2We9e-EXI
メイキングインタビューURL： https://youtu.be/H8kWab5c-dU

注目の料理人5名が、米粉の魅力をより知ってもらうために、米粉アンバサ

ダーとして本プロジェクトに集結しました。

それぞれの得意分野を生かして開発した「米粉をよりおいしく楽しく食べるこ

とができる家庭用レシピ」を新たに開設される情報サイト「米粉タイムズ」にて

随時公開予定です。

(1)TVCMの放送

(2)米粉アンバサダーによる米粉料理の発信

-13-



情報サイト「米粉タイムズ」を公開。米粉グルメが食べることが

できる飲食店情報や料理人監修米粉レシピ、有識者コラムなど、

お米・米粉に関わる情報が全て揃うポータルサイトです。

米粉タイムズURL： https://komeko-times.jp

協力店舗において、「米粉を使ったメニューフェア」の開催、「米粉売場」

の設置を準備中です。情報は米粉タイムズにて随時公開予定です。

(3)特設サイト、SNSでの発信 「米粉タイムズ」

(4)全国の協力外食店、スーパー等とのコラボレーション

-14-


